




社会とともに持続的に発展する企業をめざし、
CSRを推進します。

進化論で有名なチャールズ・ダーウィンは、その著書「種の起源」の中で次のように述べています。

「地球上の生き物はすべて、



商　　　号　ヤマト運輸株式会社
本店所在地　〒104-8125  東京都中央区銀座二丁目16番10号
創　　　業　1919（大正8）年11月29日
設　　　立　1929（昭和4）年4月9日
代　表　者　取締役社長　山崎篤
資　本　金　1,205 億49百万円
社　員　数　121,525名
株　主　数　33,030名

ト運輸分割準備（株）から商号変更）他のグループ各

社が結集する体制となります。これにより、経営のス

ピードを高め、グループ体制をいっそう強化して、さ











































環

境



当社が導入を加速している低公害車は、走行時の騒音

や振動音も静かであるため、地域環境の保全に有効です。

また、エコドライブは、大気汚染・地球温暖化の防止に

有効であるだけでなく、騒音・振動音の減少にもつなが

るやさしい運転です。当社のセールスドライバーは、通常

走行時には経済速度と等速運転を励行し、急発進や急加

速、空ぶかしをしない、また駐停車時には不要なアイドリ

ングを行わないなど、道路交通騒音を抑制する運転を日

常的に実施しています。









環境に配慮した低公害車への理解を深め、よりいっそ

うの普及を図るエコカーイベントに、当社の低公害車両

を出展しています。

2004年度は、2001年度以来出展を続けている「エコ

カーワールド」（環境省他主催）に継続して参加。また、

「2005年日本国際博覧会（愛・地球博）」に関連して同サ

テライト会場で開催された「低公害車フェア」（低公害車

フェアなごや実行委員会他主催）にも2ｔウォークスルー

LPG車を展示し、たくさんの子どもたちに車内の見学を
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中部支社
地域の安全情報ネットワークに参加
［浜松主管支店］では、浜松市内で発生

した犯罪・交通事故に関する情報提供
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